
 

 

 

 

 

 

 

                                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４月 の 予 定   

日 曜 行  事  予  定 
完全 
下校 

1 水 春季休業日（～7 日）  

2 木   

3 金   

4 土   

5 日   

6 月   

7 火 新 3 年生準備登校  

8 水 新任式 前期始業式 第 74 回入学式  12:00 

9 木 
登校指導日① 給食開始 

対面式（5 校時） Ｐ：学年・学級 
17:00 

10 金 防災訓練① 部活動説明会 18:00 

11 土    

12 日    

13 月 
身体測定 自転車点検  

部活動見学（～14 日） 
18:00 

14 火 職員研修（保健、教育相談） 18:00 

15 水 
全校朝会（前期学級委員任命式） 

仮入部① 
18:00 

16 木 Ｐ：生徒会 17:30 

17 金 離任式（特別日課） 放課後部活動中止 16:45 

18 土    

19 日    

20 月 
生活アンケート① 仮入部② 

心電図検査（1 年、9:00）  
18:00 

21 火 
生徒朝会（安全） 仮入部③ 

ハッピー愛語ＤＡＹ  
18:00 

22 水 埼玉県学力学習状況調査 仮入部④ 18:00 

23 木 Ｐ：学級・学年 歯科検診（1～3 年） 17:00 

24 金  18:00 

25 土 
授業参観・学級懇談会、ＰＴＡ総会 

３年生立志式 部活動あり 
18:00 

26 日   

27 月 前期人権旬間（～5/8） １年生本入部 18:00 

28 火 人権集会 18:00 

29 水 昭和の日  

30 木 Ｐ：職員 内科検診（1～3 年、9:00） 17:00 

5 月の主な行事 
1 日 写生会 
8 日 部活動保護者会 
23 日 体育祭 

 そうです。人にはそれぞれ個性があります。

他の人の生き方に合わせる必要はありませ

ん。目標に向かって一歩一歩踏みしめ、着実

にしっかりとした足跡を残して下さい。そし

て、令和の時代を生き抜く人間として、それ

ぞれの場所で活躍してくれることを期待しま

す。    （第 73 回卒業式の式辞より） 

  

 

新型コロナウイルスにより、卒業式の規模が縮小

し、卒業生・保護者・教職員のみの卒業式となって

しまいました。しかし、全員が大きな声で返事をし

たり、厳かに行動したりすることができました。厳

粛のうちに終わり、保護者・教職員の祝福を受けた

卒業生が立派に巣立っていきました。 

様々な困難を乗り越えて生き抜く皆さんへ 

熊谷市立吉岡中学校長 井 出  徹 

              

令和の時代となった今、武漢から始まった新型コロナウイルスが、 

あっという間に世界に広まり、今も感染を続けています。流行が伝え 

られた１月に、日本で臨時休校が起こることなど誰一人予想しなかっ 

たた思います。これからは、ＩＴ化や科学技術が進歩すると同時に、 

感染症や環境破壊、紛争など予測不能な変化の大きい時代となること 

でしょう。 

吉岡中の教育目標「確かな学力を身に付け 心豊かなたくましい生徒の育成」は、社会の変化に

もしなやかに対応できる、これからの皆さんに生きる力を身に付けさせることを願って、実践して

きました。吉岡中の学校生活の中で、多くの成長を遂げてきた皆さんのことですから、きっと新し

い時代をたくましく生き抜いてくれるものと信じています。 

 ここで、一人の人物を紹介します。ミスターラグビーと呼ばれている「平尾誠二さん」です。

平成元年５月に日本代表が初めてスコットランドに勝利したときのキャプテンとしても知られてい

ます。平尾さんは、平成 15 年 9 月に、肝内胆管がんで余命三カ月と宣告されました。免疫力を高め

てがん細胞を排除する免疫療法や海外での治療など、あらゆる方法で快復を目指しました。その時、

「逆風を感じたことはない。自分にしか経験できないことだと思えるから」と語ったそうです。 

がんを抱えた不屈のラガーマンの闘病は抗がん剤治療も含めて 13 カ月に及びましたが、残念なが

ら平成 16 年 10 月に永眠されました。ぶれずに闘った平尾さんを、長年親交のあったノーベル賞受

賞の山中伸弥教授は「最後まで立派だった」とおっしゃっていました。平尾さんが生きていれば、

今回のワールドカップの日本チームの活躍に目を潤ませていたことでしょう。 

皆さんも世の中に出て、困難なことが訪れたとき、平尾さんのように「自分にしか経験できない

ことだ」と考え、挑戦していきましょう。皆さんにお願いし続けてきた「四つのｃｈ」をいつも思

い出し、一人一人の生徒が「pinch」を「chance」に変えていってください。 

卒業生の皆さん、いよいよ旅立ちの時です。この卒業は、義務教育のゴールであると同時に新し

い進路に向けてのスタートです。自分のペースで、目標に向かって誠実に自分の人生を進んで下さ

い。昨年も紹介しましたが、若くして不慮の事故で手足の自由を失い、わずかに動く口に筆をくわ

えて詩画集を描き続ける「星野富弘」さんの詩を紹介します。 
 

    のろくても良いじゃないか 

           新しい雪の上を歩くようなもの 

                    ゆっくり歩けば 足跡がきれいに残る 

                   『雪の道』星野富弘「鈴の鳴る道」より 

令和元年度              【目指す生徒像】 

吉岡中学校         〇よく学ぶ生徒 

学校だより         〇心豊かな生徒 

３月２６日号         〇健康でたくましい生徒 

大志にいどみ 希望を燃やす 生徒と教師 

誠実てらす吉岡中学校 

コロナウイルス猛威の卒業式 

R1 キャッチフレーズ 
誠実 チーム吉中 

 

  

卒業証書授与のようす     答辞のようす 

 

 

PTA 広報紙が回覧になります 

吉岡地区に配布しておりました、吉岡中学校 PTA

広報紙が今年度の 3 月から生徒の家庭以外には回覧

でご覧いただくこととなりました。 

生徒数減少による PTA 予算の減少、資源回収収益

の減少などにより発行部数を削減せざるを得なくな

りました。地区の皆様には何卒ご理解の程、よろし

くお願いいたします。 


